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芋
時
町
内
合
併 

祝
賀
会
開
催 

  
 

真
人
町
の
芋
時
町
内
と
時
之
島
町
内
が 

令
和
７
年
４
月
よ
り
町
内
合
併
に
よ
り
新 

た
に
芋
時
町
内
が
誕
生
し
、
町
内
合
併
を 

お
祝
い
す
る
祝
賀
会
が
、
４
月
２７
日(

日) 

に
芋
時
集
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

祝
賀
会
に
は
新
町
内
の
５６
世
帯
の
う
ち 

３６
世
帯
が
出
席
を
し
、
新
た
な
門
出
を
祝 

し
ま
し
た
。 

 

開
式
に
あ
た
り 

初
代
町
内
会
長
に 

就
任
し
た
大
渕
孝 

之
氏
は
「
両
町
内 

は
長
い
歴
史
が
あ 

り
、
芋
坂
に
お
い 

て
は
寛
永
１５
年
に 

開
村
と
の
記
述
も 

あ
る
。
ま
た
両
町 

内
は
共
通
の
文
化
と
日
常
生
活
に
お
い
て 

も
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
様
々
な
行
事
を 

一
緒
に
行
っ
て
き
た
。
先
人
た
ち
は
そ
の 

長
い
歴
史
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
町
内
を 

守
り
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
た
と
思 

う
。
こ
れ
か
ら
芋
時
町
内
の
新
た
な
歴
史 

が
始
ま
る
・
住
み
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す 

い
町
内
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い 

る
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
山
賀
正
伸
合
併
委
員
長
の
合
併
へ 

の
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
後
、
来
賓
の
宮
崎 

市
長
、
田
中
、
駒
井
両
市
会
議
員
の
祝
辞 

が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
芋
坂
出
身
の
大
渕 

健
県
会
議
員
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し 

た
。 

                        

  

目
出
度
い
天 

神
囃
子
の
屏
風 

の
前
に
て
地
元 

田
中
議
員
の
乾 

杯
の
ご
発
声
で 

祝
宴
が
始
ま
り 

ま
し
た
。 

  

 

真
人
里
地
地
内 

巡
回
バ
ス
試
行
運
転 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
真
人 

里
地
地
内
の
交
通
空
白
地
域
へ
の
巡
回
バ 

ス
の
運
行
を
試
行
で
実
施
し
て
み
ま
す
。 

運
行
日
は
隔
週
で
左
記
日
程

で
行
い
ま
す
。 

運
行
日 

               

６
月
２０
日(

金) 

７
月
４ 

日(

金) 

 

７
月
１８
日(

金) 

 

８
月
１
日( 

金) 

料
金 一

回 

二
百
円
以
上
の
寄
付 

運
行
時
間
・
経
路 

 

下
記
を
参
照
く
だ
さ
い 

往
路 

 

①
交
流
館
で
８
時
３９
分
発 

 
 

の
バ
ス
に
接
続 

 
 

(

栗
山
・
万
年
町
内
対
象) 

 

②
藤
巻
医
院
・
交
流
館
停
車 

 
復
路 

 
①
交
流
館
・
藤
巻
医
院
発 

 

②
自
宅
付
近
で
降
車 

※
源
藤
山(
予
約
対
応
し
ま
す) 

 

※
試
行
期
間
は
乗
車
の
有
無
に 

か
か
わ
ら
ず
定
期
運
行
を
行
い 

ま
す
。 

 

 

そ
の
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し 

て
は
予
約
制
で
の
運
行
を
原
則 

に
検
討
し
ま
す
。
住
民
の
皆
様 

か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見
が
あ 

り
ま
し
た
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交 

流
館
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

℡ 

86-3
0

0
2

 

       

  

                                     
   

福
祉
会 

買 

物 

バ
ス
運
行 

６
月
１３
日(

金) 
 

 

集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

  

買 

物 

先 
 

マ
ル
イ
東
小
千
谷
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
連
絡
先 

 
 

 

(

電
話
番
号)

、
送
迎
の 

有
無 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付 

４
百
円
程
度 

以
上
で
お
願 

 

い
し
ま
す
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
地
区
住
民
を
優
先 

申
込
人
数 

 

９
名(

前
回
は
６
名
利
用) 

  

申
込
期
限 

令
和
７
年
６
月
９
日(

月) 
 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
予
定
人
数
を 

超
え
た
場
合
に
は
出
発
時
間
等
に
つ
い
て 

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
連
絡
し 

ま
す
。
ま
た
、
送
迎
が
必
要
な
方
に
は
別 

途
送
迎
場
所
・
時
間
の
連
絡
を
し
ま
す
。 

問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 (

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-

3

0

0

2 
 

温
泉
送
迎
バ
ス 

６
月
も
お
休
み 

川
口
温
泉
試
験
運
行 

 

５
月
、
６
月
と
温
泉
送
迎
バ
ス
を
休
止 

し
ま
し
た
が
、
７
月
に
つ
い
て
は
実
施
の 

予
定
と
し
ま
す
。
６
月
２５
日
の
会
報
誌
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
を
お
願
い 

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
。 

 

真人の風 
第 ７４号 (不定期) 

（令和 ７年 ５月２５日） 

(全 戸 配 布) 
 

地域づくり７４号 
 

発 行： 真人地区町内会長協議会 

会長：瀧 澤 功 編集：渡 邊 良 平 

真人ふれあい交流館 ℡ 86-3002 

 

9:45 9:48 9:51 予約 9:53 9:55

10:15 10:09 10:04 10:02 9:58 9:55

源藤山入
口経由

交流館
駐車場

交流館着

交流館発
藤巻医院
発

中山集会
所手前発

(源藤山)

交流館
発

万年集会
所

上沢澤田
屋発

上沢集会
所発

栗山回転
場発

真人住民アンケート(集約版) 

  

8:15 8:21 8:26 8:28 8:32 8:35

8:45 ８;42 8:39 予約 8:37 8:35

片道４分
往復８分

　　　小千谷

　　　8:39発

交流館
発

源藤山入
口経由

(源藤山)
中山集会
所手前発

交流館着
藤巻医院
発

交流館
駐車場

交流館発
栗山回転
場発

上沢集会
所発

上沢澤田
屋発

万年集会
所

往 路 

復 路 

路 

越後交通バス時刻表 干三バス停 

大渕町内会長 

干　三　発 小千谷総合病院着
7;14 7:41

△　8:19 8:46
☆　8:39 9:06

☆　10:39 11:06

13:14 13:41

15:09 15:36

16:54 17:21
△　土日のみ運行  ☆　土日運休

小千谷総合病院発 干　三　着　
7:10 7;38
8:50 9:18

☆　12:10 12:38
15:00 15:28
16:50 17:18
18:40 19:08

 ☆　土日運休
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集(

真
人
地
区) 

  

小
千
谷
市
で
は
、
地
域
外
の
人
材
を
活 

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
施
策
を 

推
進
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
へ
の 

定
住
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、「
地
域
お 

こ
し
」
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
真
人
町
里
地
地
域
の
地
域
づ
く 

り(

コ
ミ
バ
ス
活
用
と
し
た
移
動
支
援
や
空 

き
家
施
設
の
活
用
な
ど)

や
定
住
後
の
生
業 

づ
く
り(

林
業
、
空
き
家
活
用
へ
の
D

I

Y
、
除
雪
支
援
な
ど)

に
応
じ
た
活
動
目 

的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集 

を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

受
け
入
れ
団
体
は
真
人
町
里
地
振
興
協 

議
会
で
、
世
話
人
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

O

G
の
坂
本
香
奈
子
さ
ん
が
担
っ
て
い
き 

ま
す
。( 

募
集
期
間 

５
月
末 ) 

I                     

 

道
路
・
河
川
要
望
提
出 

 
 

 

令
和
7
年
度
の 

市
及
び
県
へ
の
道
路 

と
河
川
へ
の
町
内
会
の
改
修
要
望
な
ど
を 

ま
と
め
、
5
月
28
日
に
関
係
機
関
に
出 

向
い
て
要
望
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

な
お
、
４
月
に
実
施
さ
れ
た
今
年
度
の 

町
内
会
長
会
議
に
お
い
て
、
例
年
実
施
さ 

れ
て
い
た
除
雪
会
議
の
取
り
止
め
が
報
告 

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
後
南
部
地 

域
と
し
て
は
、
除
雪
会
議
の
継
続
を
要
望 

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

                            

無
人
草
刈
り
機 

講
習
会
実
施
し
ま
す 

  

真
人
里
地
広
域
協
定
主
催
に
よ
る
農
業 

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
に
ラ
ジ 

コ
ン
草
刈
り
機
を
レ
ン
タ
ル
で
導
入
を
行 

う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
先
駆
け
て
講
習
会
を
左
記
の
よ
う 

に
計
画
を
し
ま
し
た
。
関
係
者
並
び
に
興 

味
の
あ
る
方
は
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
レ
ン
タ
ル
さ
れ
た
草
刈
り
機
の 

使
用
に
つ
い
て
は
、
講
習
を
受
け
た
方
で 

な
い
と
操
作
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
願 

い
ま
す
。 

講
習
会
開
催
日
時 

 

６
月
１
日(

日) 

午
後
２
時
～ 

 

会 

場 

中
山
溜
池 

 

講
習
者 

山
古
志
虫
亀 

 
 

 
 

 

イ
カ
ラ
シ
プ
ロ
ダ
ク
ツ 

 

主
催 

真
人
里
地
広
域
協
定 

 

協
賛 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン(

真
人
里
地
地 

 

区)

実
践
委
員
会
農
業
分
科
会 

                  

旧
真
人
保
育
園 

利
用
可
能
に 

 

旧
真
人
保
育
園
の
地
域
で
の
活
用
に
つ 

い
て
小
千
谷
市
と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し 

た
。
市
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
実 

際
に
施
設
管
理
し
て
い
る
教
育
保
育
課
が 

窓
口
と
な
り
、
従
来
利
用
し
て
き
た
旧
真 

人
小
学
校
体
育
館
の
学
校
開
放
に
準
じ
、 

同
様
な
方
法
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
一
般
的 

な
利
用
で
は
、
施
設
の
利
用
費
用
や
光
熱 

水
費
相
当
の
実
費
の
支
払
い
が
な
く
、
利 

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

利
用
と
す
る
団
体
等
は
事
前
に
申
請
書 

を
提
出
し
、
鍵
を
お
預
か
り
し
て
の
利
用 

と
な
り
ま
す
。
申
請
書
は
真
人
ふ
れ
あ
い 

交
流
館
で
受
け
付
け
て
市
に
届
け
ま
す
。 

鍵
の
受
け
渡
し
に
つ
い
て
も
真
人
ふ
れ
あ 

い
交
流
館
が
担
い
ま
す
。 

一
定
期
間
利
用
す
る
団
体
は
そ
の
期
間
の 

申
請
内
容
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

な
お
、
利
用
は
冬
期
を
除
く
期
間
と
な
り 

ま
す
。 

問
合
せ
先 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-3
0

0
2

 

               

温
泉
放
流
水
の 

足
湯
活
用
中
断 

  

旧
真
人
温
泉
か
ら
自
噴
し
て
建
物
外
に 

放
流
さ
れ
て
い
る
温
泉
原
水
に
つ
い
て
、 

昨
年
度
足
湯
に
活
用
で
き
な
い
か
と
実
証 

実
験
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

先
般
、
新
潟
県
長
岡
振
興
局
健
康
福
祉 

環
境
部
環
境
課
の
担
当
者
か
ら
、
旧
真
人 

温
泉
の
温
泉
水
に
つ
い
て
暫
く
現
地
を
見 

て
い
な
い
こ
と
で
の
確
認
が
５
月
１５
日 

(

木)

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
際
に
足
湯
の
利
用
に
つ
い
て
問
い 

合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
現
在
施
設
の
中
で 

自
噴
し
て
い
る
温
泉
水
は
、「
建
物
外
に
放 

流
さ
れ
て
い
る
が
、
温
泉
法
が
適
用
さ
れ 

る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
雨
水
等
が
混
入 

さ
れ
て
も
温
泉
法
が
適
用
さ
れ
、
許
可
行 

為
と
な
る
。
ま
た
、
環
境
の
問
題
で
虫
の 

混
入
と
か
衛
生
面
で
の
対
応
も
必
要
で
あ 

り
、
そ
れ
を
誰
が
行
っ
て
責
任
を
取
る
の 

か
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
と
し
て
は
実
証
実 

験
に
よ
り
活
用
す
る
こ
と
は
出
来
る
と
の 

見
込
み
で
す
が
、
秋
に
比
べ
て
自
噴
の
量 

が
減
衰
し
て
お
り
様
子
を
み
る
必
要
が
あ 

る
こ
と
。
ま
た
、
実
証
実
験
後
に
誰
が
行 

う
か
に
つ
い
て
見
通
し
が
な
い
状
況
で
は 

い
っ
た
ん
中
止
と
し
、
様
子
を
見
る
こ
と 

と
し
ま
す
。(

写
真 

放
流
水
汲
み
上
げ) 

         

市之沢線早期復旧 県道排水路復旧 

前年度視察状況 

路面沈下 

４月２７日子どもサークルみなみの利用 
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南
部
地
域
町
内
会
長 

連
絡
協
議
会
理
事
会 

 
 

 

南
部
４
地
区(

真
人
、
岩
沢
、
川
井
、
塩 

殿
の
学
校
区
内 ) 

町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

の
理
事
会
が
５
月
８
日(

金)

の
午
後
６
時 

３０
分
か
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
開
催 

さ
れ
、
前
年
度
事
業
報
告
と
令
和
７
年
度 

の
事
業
計
画
を
審
議
し
て
承
認
さ
れ
ま
し 

た
。 

今
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

会 

長 

瀧
澤 

功(

真
人) 

副
会
長 

佐
藤
和
俊(

岩
沢) 

理 

事 

大
矢
逸
夫(

川
井) 

 
 

 
 

関 
 

功(

塩
殿) 

相
談
役 

田
中 

淳(

市
議
会
議
員) 

 
 

 
 

駒
井
和
彦(

市
議
会
議
員) 

 
 

 
 

高
木
健
太(

市
議
会
議
員) 

事
務
員 

渡
邊
良
平(

支
援
員
・
真
人) 

 
 

 
 

石
曽
根
徹(

支
援
員
・
岩
沢) 

 

※
【
お
知
ら
せ
１
】 

 

会
議
の
前
段
に
南
小
学
校
の
郷
校
長
先

生
よ
り
挨
拶
と
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
６
月
５
日(

木)

に
南
小
・
中
合

同
の
講
演
会
に
つ
い
て
ご
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。 

                           

南
小
・
中
学
校
合
同
講
演
会 

 
 

 
 

 

講
師 

横
澤
富
士
子 

 

な
り
た
い
自
分
に 

な
る
た
め
に 

 

～
今
日
か
ら
自
分
が
で
き
る
こ
と
～ 

開
催
日 

６
月
５
日(

木) 
 

会 

場 

南
小
中
学
校
体
育
館 

 

一
部 

１４
時
～
１４
時
４０
分 

 
 

 
 

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の 

 
 

 
 

親
子
対
象 

 

二
部 

１５
時
～
１５
時
５０
分 

 
 

 
 

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
・
大
人

対
象 

※
事
前
連
絡
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参 

加
で
き
ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ 

さ
い
。 

 

講
師
紹
介 

                        

お
問
い
合
わ
せ 

事
務
局 

南
小
学
校 

 

℡
86-2

7
1

0
 

 

協
賛 

南
小
学
校
講
演
会 

 
 

 

南
中
学
校
講
演
会 

 
 

 

学
校
区
内 

各
地
区
協
議
会 

 

※
【
お
知
ら
せ
２
】 

  

当
協
議
会
に
氣
づ
南
會
よ
り
活
動
支
援 

の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
も 

ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

第
３８
回 

信
濃
川
河
岸
段
丘 

ウ
オ
ー
ク
開
催 

真
人
休
憩
所
開
設 

 

４
月
２９
日(

祭)

に
第
３８
回
信
濃
川
河
岸 

段
丘
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
50

km
の 

津
南
コ
ー
ス
と
25

kｍ
の
川
西
コ
ー
ス
の 

ウ
オ
ー
ク
参
加
者
が
真
人
地
区
を
歩
い
て 

い
き
ま
し
た
。
こ
の
参
加
者
を
対
象
と 

し
た
休
憩
所
が
開
設
さ
れ
、
豚
汁
３
５
０ 

食(

本
来
の
対
象
は
２５

km
コ
ー
ス
者)

を
振 

舞
い
ま
し
た
。
真
人
の
豚
汁
は
美
味
し
い 

と
好
評
を
得
て
お
り
、
毎
年
の
参
加
者
は 

美
味
し
く
い
た
だ
き
、
コ
ー
ス
残
り
の
１６

km
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

準
備
や
当 

日
の
対
応 

に
お
骨
折 

り
頂
き
ま 

し
た
役
員 

の
方
々
に 

感
謝
申
し 

上

げ

ま 

す
。 

     

          

 

【
お
ぢ
ゃ
ー
る
休
憩
所
担
当
】 

市
内
の
12

km

コ
ー
ス
の
お
ぢ
ゃ
ー
る 

休
憩
所
の
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
の
が
、 

真
人
北
部
地
区
の
「
わ
か
と
ち
未
来
会
議 

(

代
表 

細
金
剛)

」
の
み
な
さ
ん
で
、
２ 

千
食
の
豚
汁
づ
く
り
と
配
食
に
て
ん
や
わ 

ん
や
の
大
活
躍
で
し
た
。 

                                  

真人の風 
（令和 7年５月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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お笑いタレント横
澤夏子さんの母親 

真人ふれあい交流館 

雨・風のた
め1Fホー
ルと２F大
会議室を解
放しました 

おぢゃーる休憩所 
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真
人
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク   

 

６
月
１
日(

日)

開
催 

  

公
民
館
真
人
分
館
主
催
で
開
催
さ
れ
る 

第
4
回
真
人
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
は
６
月 

１
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。( 

詳
細
は
配

布
さ
れ
た
真
人
分
館
の
資
料
を
参
照 ) 

  

な
お
、
当
日
は
参
加
者
外
の
住
民
も
対 

象
と
し
、
１０
時
３０
分
よ
り
豚
汁
無
料
提 

供
や
総
菜
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
数
に
限 

り
が
あ
り
ま
す
が
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

                              

真
人
沢
川
上
流
河
川
閉
塞 

  

5
月
２
日(

月)

真
人
町
北
山
地
内
の
真 

人
沢
川
上
流
で
、
ま
ぶ
の
陥
没
に
よ
り
河 

川
が
堰
き
止
め
ら
れ
、
隣
接
の
池
に
流
入 

し
た
。
幸
い
に
も
池
の
下
流
側
で
河
川 

に
、
池
に
溢
れ
た
河
川
水
が
戻
っ
て
大
事 

に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
河
川
の
管
理
者
で 

あ
る
建
設
課
は
下
流
地
域
に
警
戒
情
報
を 

通
知
し
、
そ
の
後
早
い
段
階
で
崩
落
土
砂 

の
撤
去
を
行
っ
て
復
旧
を
行
っ
た
。 

が
堰
き
止
め
ら
れ
、
隣
接
の
池
に
流
入
し 

た
。
幸
い
に
も
池
の
下
流
側
で
河
川
に
、 

池
に
溢
れ
た
河
川
水
が
戻
っ
て
大
事
に
い 

た
ら
な
か
っ
た
。
河
川
の
管
理
者
で
あ
る 

建
設
課
は
下
流
地
域
に
警
戒
情
報
を
通
知 

し
、
そ
の
後
早
い
段
階
で
崩
落
土
砂
の
撤 

去
を
行
っ
て
復
旧
を
行
っ
た
。 

 

現
地
は
真
人
沢
側
の
最
上
流
部
付
近
で 

あ
り
、
土
砂
ダ
ム
が
発
生
し
た
後
に
崩
壊 

す
る
と
真
人
沢
の
笹
岡
畳
付
近
へ
の
土
砂 

流
失
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
関
係
者
は 

事
な
き
を
得
て
安
心
を
し
ま
し
た
。 

                  

真
人
里
地
高
齢
者
学
級 

開
講
式
開
催 

 

公
民
館
事
業
の
真
人
里
地
高
齢
者
学
級 

の
令
和
７
年
度
の
開
講
式
が
５
月
１４
日 

(

水)

午
後
１
時
３０
分
か
ら
真
人
ふ
れ
あ
い 

交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
講
式
後
講
演
会
で
は
、「
新
し
い
ま
ち 

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
み
ん
な
の
一
歩 

で
未
来
づ
く
り
大
作
戦
』」
と
し
、
小
千
谷 

市
企
画
政
策
課
増
川
雅
史
課
長
補
佐
を
講 

師
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
茶
話
会
を
実
施
し 

て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。(

参
加
27
名) 

                           
 

 

【
思
い
で
の
画
像
・
動
画
】 

 

 

先
月
の
真
人
の
風
で
公
民
館
真
人
分
館 

の
お
知
ら
せ
記
事
で
、
昔
懐
か
し
い
写
真 

や
動
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
提
供
ま
た
は
お 

借
り
し
た
い
と
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
一
件
の
問
い
合 

わ
せ
の
み
で
あ
り
ま
す
。 

そ
ん
な
こ
と
で
、
昔
の
生
放
送
の
テ
レ 

ビ
番
組
で
見
た
「
真
人
町
セ
ブ
ン
ス
タ 

ー
」
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
試
し
に
検
索
を
し 

ま
し
た
。
画
像
な
ど
は
出
て
き
ま
せ
ん
で 

し
た
が
、
平
成
２０
年
５
月
の
小
千
谷
市
の 

市
報
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。(

左
に
掲
載) 

 

当
時
の
記
事
で
結
成
６０
周
年
を
迎
え
た 

演
奏
会
の
案
内
で
あ
り
、
今
年
に
当
て
は 

め
れ
ば
77
年
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
２０

代
や
３０
代
の
方
で
あ
れ
ば
、
８０
歳
代
半 

ば
か
ら
９０
歳
代
半
ば
の
方
に
な
り
ま
す
が 

当
時
の
写
真
や
音
源
な
ど
あ
れ
ば
見
た
り 

聞
い
た
り
し
て
見
た
い
で
す
ね
。 

 

当
時
の
も
の
で
な
く
て
も
あ
り
ま
し
た 

ら
連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
、
真
人
花
火
に 

亡
く
な
っ
た
方
の
奉
納
花
火
を
揚
げ
て
み 

ま
し
ょ
う
…(

希
望
的
提
案)

。 

       2

０
ね8

０
ん 

      

【
編
集
後
記
】 

 

G

W

が
明
け
て
田
ん
ぼ
仕
事
が
進 

み
、
早
苗
が
風
に
な
び
い
て
い
ま
す
が
、 

備
蓄
米
と
そ
の
効
果
に
は
疑
問
符
が
付
く 

中
で
、
２５
年
産
米
の
出
来
具
合
と
今
後
の 

米
価
格
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の 

で
し
ょ
う
か
。 

 

栗
山
か
ら
北
山
に
抜
け
る
県
道
が
除
雪 

を
さ
れ
交
通
開
放
が
さ
れ
る
頃
の
楽
し
み 

に
、
道
路
脇
法
面
の
コ
シ
ノ
コ
バ
イ
モ(

越 

の
小
貝
母)

が
あ
り
、
毎
年
花
を
咲
か
せ
る 

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今 

年
は
花
の
株
が
多
く
12
株
が
花
を
咲
か
せ 

て
い
ま
し
た
。 

         

ま
た
、
ピ
ン
ク
の
花
の
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の 

色
素
が
抜
け
た
シ
ロ
ハ
ナ
タ
ニ
ウ
ツ
ギ(

白 

花
空
木)

を
見
る
の
は
田
植
え
の
盛
り
の
頃 

に
山
本
山
の
山
麓
で
の
楽
し
み
で
す
。 

          

い
ず
れ
も
そ
の
場
で
見
る
の
が
良
し
と 

し
て
盗
掘
は
ご
法
度
に
し
て
ま
す
。 

 

里
山
の
自
然
を
大
事
に
し
て
毎
年
の
楽 

し
み
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り 

で
す
。(

渡
邊) 

昨年度の様子 

増川講師による講演会 

小型のユリ科の植物 

シロハナウツギ 

ウツギ 

(

２
０
０
８
年
の
記
事
で
す) 


